
港湾施設の整備と地域開発

一一ー 苫小牧港について

目次

1. 』ましヵ：き

2. 苫小牧臨海工業地帯の概況

3. 苫小牧臨海工業地帯の整備概況

4. 苫小牧港港湾、施設の整備概況

5. 苫小牧地区に於ける地域開発の概況

6 むすび

1. はしがき

鷹取 欄

（日本大学〉

25 

苫小牧市の東部，火山灰と不毛地の勇払原野は古くから築港の適地として着眼

され論議されていた。苫小牧市編， 「苫小牧港の沿革J （昭和39年3月〉によれ
世5ふっ

（£ 大正13年道庁林技師による「勇払築港論」に始まり，昭和14年道庁土木部の

「勇払工業港修築計画」及び港湾課の「石狩工業港」等，以降，幾多の論争がな

され，同17年道庁技手親松 ・武田両氏による「勇払工業港地帯設定調査報告書」

を最後として，当時の戸塚長官は同地区の優位な立地条件を認めて，勇払臨海工

業地帯の開発に踏切ったが，第2次大戦の激化と共に築港計画は一時中断された。

然るに，戦後，同23年10月苫小牧市が人口3万3千人をもって市政を施行し，市

を挙げての港湾修築が再燃し，同26年8月わが国初の堀込式人造港の着工以来，

第1・2・3期 ・新北海道総合開発計画等の中核地区として数次に亘る苫小牧臨

海工業地帯の整備計画を実施してきた。特に，苫小牧地区が同39年4月4日新産

業都市に指定されて以来，苫小牧西港地区を中心に港湾施設が整備されると共に

誘致企業の進出を見るに至った。

体，苫小牧港を含めた臨海工業地帯の整備が同地区の地域開発にどのような
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影響を及ぼしているか，更に，港湾施設の整備と地域開発との相関関係について

具体的に資料を分析し，且つ，港湾施設の整備が地域開発にとって如何に重要な

要因となっているかを論述して見るC

2. 苫小牧臨海工業地帯の概況

苫小牧臨海工業地帯は石狩低地帯の南端勇払原野のほぼ中央にあり，大平洋に

面した海陸交通の要衝に位置している。

昭和26年8月苫小牧港着工，同27年日本港湾協会案「苫小牧工業修築計画概

要jが市長に答申，同28年苫小牧市が港湾管理者，同33年8月苫小牧港開発（株）

の設立（北海道開発公庫，苫小牧市，石炭大手7社その他等，資本金10億円，同

臨海工業地帯整備を目標〉， 同39年4月新産業都市指定，同40年9月苫小牧港管

理組合の設立等は同地区開発の大きな要因となって数次にEる港湾施設の整備計

画実施を経て，現在，苫小牧西港は完備の状態にあり，同52年度には港湾貨物量

が約4千万トンに達する北海道首位の港湾に成長している。

前述の林技師著「勇払築港論」を要約すれば， 「苫小牧悶］は北海道に於ける石

炭港としての優位性と内港掘さくに絶好な地帯にあり，築港も員~fr工事でなく，更

に，掘さく土を埋立に利用し得る利点」を指摘している（！）0 

次いで，昭和13年8月， 苫小牧町‘編「工業苫小牧の将来とその使命」を要約す

れば， 「本港築港の暁は道内外は勿論，大消費地たる京阪地方を初め，木土との

最短距離にあり，又，諸外国との貿易商での優利性，更に，石炭積出港として絶

対的な優位性」 （21，又，同16年同lllJが道庁に提出した「苫小牧工業地帯設定に関

する請願書Jの中で，同地区に於ける立地条件の優秀性について，「地質，地盤，

気候，交通運輸，資源，用水等を列挙し，同地区の産業港湾基盤」 131等を述べて

いる。

これらの論中にもある如く，苫小牧臨海工業地帯は，

(1) 自然的条件 ①石炭 ・木材資源の豊富 ②廉価にして広大な国有地の利用

③勇払川他2水系の豊富 ④恵まれた地質・地盤・気候

(2) 社会的条件 ①交通運輸の便宜性 ②石炭積出港としての有利性 ③大規
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模港湾の築港とこの用土の利用 ④室蘭地区産業との関連性

等の産業基盤の優位性と港湾土木技術の進歩及び新産業都市の指定等の要因をも

って，今日の産業開発の進展を見るに至った。

注 (1）苫小牧市企画調整課編，苫小牧港の沿革，昭和39年3月.p.3 

(2）前掲書 PP. 7～8 

(3）前掲書 P. 12 

3. 苫小牧臨海工業地帯の整備概況

苫小牧臨海工業地帯の整備計画について， 「北海道開発の拠点」 Illによれば，

工業用地 同地区は工業港区に接する臨海団地24,490千11｛及ひ、糸井，沼の端，

汐見の4団地計26,659千11lの広大な用地造成計画に対し，その計画実施は， 「新

産業都市に係る事業進捗状況及び問題点」121によると，昭和39年～同50年度ーまで

の完成分は，臨海部の苫小牧西部工業地帯 15,715千11l(44年完成〉，内陸部の明

野準工業用地237千11l（完成未定〉等である。尚，苫小牧東部工業用地5,700千m'

(60年代完成）の造成が計画されている。

工業用水 同計画131によれば，第1期計画（40～42年度〉勇払JII水系27万ば／El,

第2期計画（43～44年度〉沙流川水系50万in＇／日，第3期計画（45年度以降）

支務湖水系40万in＇／ 日等の取水計画に対し，計画実施14）は昭和39年～同50年度ま

での完成分は，苫小牧地区第1工業用水道100千ば／日（45年完成〉，工事中の苫

小牧地区第2工業用水道 100千m'／日（54年度完成見込〕等であるO 尚，苫小牧

東部地区第1工業用水道520千nt／日（62年度完成〕が計画されている。

電 力 苫小牧地区の開発と共に，大口需要に対し昭和35年8月新苫小牧変

電所（ 6万KVA）の設置，同37年2月10万Kv Aの1基の増設，これに関連し

苫小牧緑町変電所6千Kv Aから 1.2万Kv Aに変電容量が倍増された（5)a現在

北海道電力（株〉の苫小牧火力発電所250千KWx2 (48年11月〉，苫東厚真火力発

電所350千KW×1(54年11月操業〉，苫小牧共同発電（株） 250千KW×3 (1号

機46年。 2号機47年， 3号機49年）等の発電能力を有している161。

運輸機関 国道は道内の主要幹線道路である36号線（札幌～苫小牧～室蘭〉 ，

234号線（苫小牧～岩見沢）， 235号線（苫小牧～浦可）， 267号線（苫小牧～具知
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安）等によって主要都市と連絡し，更に，国土開発幹線高速自動車道（札幌～千

歳間〕が開通し，現在，苫小牧北方ウトナイト沼近くまで整備されている。国鉄

は本州への連線幹線、である室関木線，千歳線及び日高線等の分岐点であるが，一

日も早く複線電化が望まれる。尚，フェリー運航は日木沿海フェリー（苫小牧～

東京〉，他4社フェリ ー会社によって，仙台 ・名古匡 ・八戸聞を就航している。空

輸は千歳空港より東京 ・大阪 ・その他国内主要都市間と運航がなされている。

注 (1）苫小牧市編，北海道開発の拠点，昭和39年8月1日， p.8

¥2）北海道庁開発調査部編，新産業者「》市に係る事業進捗状況及び問題点，昭荊152年8

月， pp.12～14

(3）苫小牧市縞，北海道開発の拠点，昭和39年8月1日， P.12

(4）北海道庁開発調査部編，新産業都市に係る事業：伏進捗況及ひ、問題点，昭和52年8

月，P.15

(5）苫小牧市編，北海道開発の拠点，昭和39年8月1日， P.13

(6）北海道庁開発調査部編，新産業都市に係る事業進捗状況及び問題点，昭和52年8

月，P.50

4. 苫小牧港港湾施設の整備概況

前述した如く，苫小牧港の必要性については古くから論議されてきたが，戦後

昭和26年11月道庁策定の第 1期北海道総合開発計画では，その一環として中核を

なす苫小牧臨海工業地帯を中心に第1次，産業開発を目標とし，第1次5カ年計

画（昭和27年～同31年度，事業費132億円〉を策定実施〈同30年8月改定，170億

円〉したが，実績は僅か東防波堤332m，港口堤125m，東波除堤155m等の施行

と事業費26,800万円で終っている。

次いで，第2次産業の振興（道路 ・港湾等の整備〉を図って，同32年10月開発

庁は 「苫小牧臨海工業地帯造成計画の構想」の基に，苫小牧港の石炭積出しの整

備と鉄鋼業の誘致を目標に，第2次5カ年計画（昭和32年～同36年度〉を策定し

た。同計画は外港区 ・商港区の築設（国費）， 水路 ・工業地帯の造成 （開発株式

会社〕等の整備に事業費239,520万円を当て，港湾施設の整備を図り計画実施さ

れたIll0 

以上の如く，昭和26年～同33年度に至る外港施設の計画実績は，東防波堤 576

m，港口堤125m，西波除堤135m, -3. 5m波諜，！？付帯工事等である。然るに， 第
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2次5カ年計画を実施中，同34年4月1日，特定港湾施設工事特別会計の適用を

受けるに及んで，同34年7月同計画を変更して，当初計画（昭和34年～同37年

度）を策定し，同計画は本格的に外港施設 f 9.0 m波操，防波堤等〉及び中野

石炭埠頭（－9.om岸壁× 2, -9.0m波諜，鉄道，道路等〉 等の大型繋船 ・付随

施設等の整備に事業費約29.5億円を当てた。尚，同34年9月，同35年7月に再度

計画を改訂し，臨海工業地帯の整備を図った（2)0 

更に，昭和37年1月の第2期北海道総合開発計画では，昭和40年度 ・45年度の

苫小牧港港湾貨物取扱量を375.7万トソ ・2,037.1万 トンと推定し，表1の如く，

苫小牧港の港湾整備8カ年計画（昭和38年～ 同45年度〉を策定し，外港区 ・商

港区 ・工業港区 ・漁港区 ・木材港区その他付随施設等の整備事業計画を図った

1d 港湾~~1~li8ヵ年計11hj（昭和38-45年度）

（単位予I'll

8 h ~＇ .. 1・ ［~j l期（犯～40年度） 2期（41～45年度）
地 H叫., ~II 

Fl 鞍：.tJj；・ 輩 賢 数量 <I＜業 n数量 事業 唖
外 かく地 i世 円1 2,049,930 469.930 1,580,000 

点＞Ji 地堤 • 135.6 179,930 135.6 179,930 

i'i >Ji J良 J，~ • 290 2900叩 290 290,000 

京外防波堤 ’ 600 1.200,0曲 600 1,200,000 

耳L>Ji ill: !J，占抗」 ' 900 180,0叩 900 180,000 

防 砂 ll/c ’ 500 200 000 500 200,000 

水域地 1位 13.618,490 3,364 398 10,254,092 

内外活航路ト 9m)「m’1842 493640 1,842 493 640 

” (-J4m) ' 4,920 1,279.200 4,920 I 279,200 

紘 間I 9mJ ' 12900 3842,500 I, JOO 302,500 11,800 3,540,000 

TYi潜航路（－ 14m) ' 8,130 2.113,400 8,130 2,113,400 

i(I 地ト 9m) " 11,790 3,501, 750 8,680 2,568,258 3,110 933,492 

” 1-7 Sm) ” I 490 447 ,000 J,490 447,000 

(- 4m) 380 114,000 380 114,000 

船遡場（－ 9m) ” 6090 1.827 000 6,090 1,827,000 

けい {t/ 岨l .l~ 1.199, 700 430,700 769,000 

'£( 9m) Z『S 740 696 700 410 382, 700 330 314,000 

1-7 Sm) 390 312,000 390 312,000 

物出場ト 4m) 570 143,000 570 143,000 

けい船併~ },C 8 48,000 8 48,000 

臨港 3く泊地 i~ 515,600 196,800 318,800 

臨港 j~ ill: 式 2 40 000 2 40,000 

鉄 追 ’ 84,000 84,000 

近目別，， -f・m' 74.8 151,400 298 61,400 45 90,000 

!•;•. iii Ill J也造成 ' 706 240,200 150 51,400 556 188,800 

i<~. 4芭 I＞ピパ 579000 579,000 

4、 』』 i(; 1且 E 607 oaa I 607,000 

」 hl Mi 4 344,000 86,000 3 258,000 

1;1 f止 機 植草 8 80,0aa 4 40,000 4 40,000 

E‘ι 脅白山 2 200,000 100.000 100,000 

メ仁λ田 19,193,720 4,687,828 14,;25,892 

il. ，＂，小牧 •h制。 ：，·；小牝治的治不昭和39'1'· 3 fl. P.91 
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表2 t1iZ船施設（苫小牧港）

蝿i s引l けい船純 1長 全体計画 昭和51年度

n :r. 品 備巧
水深（m）対型船舶 主袈取扱品械 ，、ース世延長（m) まで完成（m)

6碕） ~l.i-Yli l -4 ¥J・ 公一 9.0 10,000IJ/¥V :1，臥 4 660 4 660 完成

(•) • 5 -6 l} ' - 9 0 10,000 セメント、鉄鋼 2 260 2 260 ，， 

（•）凶； . ，ii i -4 lJ・ ’－  9 0 10,000 抵パルプ‘鉄掛 4 660 4 660 ， 

(•)It ;.>Ii I -2 lJ・ ' - 7.5 5,000 紙パルプ、自動小 2 260 2 260 ，， 

（・）岬 3 4 lJ・ • - 5 5 2,000 紙パルプ、鉄鋼 2 180 2 180 ，， 

！日（＂lilL:"ii1 2り • -IO 0 15,000 紙パjレプ鉄鋼 2 370 2 370 _,, 

｛・） 3り ’一1I 0 20,000 ウッドチ yプ 1 195 I 195 ” 

(l)•f＞ 央，；；，，，.， 1 1;· • -12 0 40,000 肥飼料 I 240 1 240 完成

い） 2 lJ・ 市ー10.0 15,000 <ii！＜布、鉄鋼 1 185 1 185 

l’ 1•1•9tjt ;.,ll2 -3号 ' - 7 5 5,000 鉄鋼、石膏 2 260 2 260 ，， 

(•) ，， 4号 " - 7.5 5,000 鉄鋼 l 90 I 90 " 

（•）血払 .i.Yit ! l;・ • -12.。30,000 ウッドチップ l 240 1 240 ． 

(•) 2 lJ・ ' -IO 0 15,000 紙パJレプ 1 185 1 185 ，， 

i’l 3 lJ・ • - 7.5 5,000 紙パルプ 1 130 I 130 ，， 

(<,) •!• 9とjt,Yii!・lJ・ • -IO 0 15,000 Iii.本 I 185 I 185 ，， 

（~）漁港I買 11;・ ’－  5 0 500 水術品 I 55 I 55 • 

r占、 共 16 27 4 155 27 4.155 

(r.)I;目先l、＇＂ け＇l 8.5 8,000G／「 フェリー 2 476 2 476 う己，，己

（’）A特1tML:.Yli • -IO 0 15,000D／、v アルミナ、アルEニウム I 123 I 123 ，， 

(•)" ，，’Mと，；.;ti " -14 0 70,000 ホーキサfト．コークス．全国間 1 200 I 200 ，， 

ヤl~U•l'fl:'!l .;.;1i 岬一100 5,000 機械Eしれ油 I 60 1 60 • 

（•）ソーダーグループ.；. ，Ji " -10 0 15,000 阪Jl;:rト 2 490 2 490 ，， 

1・），＇'i+liヶミカJレ.i.jfi " -10 0 15,000 硫倍、副イ｛ 2 330 2 330 ，， 

｛・）臼の111¥li'.fヒ；，yfi • -10 0 15,000 ソーダー. Ii油化’，， 2 500 2 500 ，． 

（•）（主瓦 ~~kt\」，ylj " - 7 5 5,000 鉄鋼 1 165 

（叶丸一鋼¥"j';"Ji • - 1 5 5.000 1 185 

f& （.）新日割、」，iffi " - 1 5 5,000 " 2 369 

1・1不二サッシム頒 • - 7 5 5.000 7' ＇＂ミ； k!m工 I 185 

(•)8 本鋼骨；»Ii • - 7 5 5.000 鉄鋼 I 185 

（叶共同オイルターミナルJ叫 ”一 15 6,000 イIィ＇＂、lf(:rlr 2 260 2 260 ・,tr.且

w ｝日 計 13 19 3.528 13 2,439 

1;・, i:；竜 介 ，lf・ 46 1.683 39 6,354 

ド木村a岳I買ドJレフ イン 公一10.0 15,000D/ll' 1昆t 2 2 完成

日軒金ドルワイン 申 14.0 10,000 全凶!Ji 1 
IC 

l'.H~祇ドルワイン • - 7 5 6,000 可υrlr
フ
イ Jt[.. ）党氾ドルフィン ”－  1 5 6,000 <ii~r O'!.::· 1 Jし成

Ill光興産ドルフィン " -14.0 65,000 /f,正‘：~r l 
ン

，， ’一 75 6,000 イ I泌を~ .：：. 13 7 

抗日Ir配分.J，~地ド Jレフイン • - 7 0 4.000 4 4 完成

ドJレフイン封 1 23 16 

1''J 納港区物l当地 i' - 3.0 100 D/11' ""'lio¥I, 455 455 完成

木村港区物品特 • - 2 0 A、H 420 420 

j時船荷区物j時均 • - 3 0 主i(l •業船専のけい悦 320 320 

均 .i:.拡在l壬中央rH.;.,li物持場 ’ ・3.0ト2.0 345 345 

物 j:; I品目f l ,540 l,540 

,;; F，小牧；i;竹J'I¥制l骨制。・：1；小牧地. Hll相52'1'3fl', P. 4 
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各年次港湾整備5ヵ年計画 （苫小牧港）

第l次 （36～40年） 第2次 （39～43年） 第3次 （43～47年） 第4次 （46～50年） 第5次（51～55年）

最終年次取扱貨物量 5, 555千｜ン(Ji＜定） 10, 584千トン（推定） 30,354-1-lン(!ii；定） 56, 746千ト ン｛指定）

てj工業費 国 'l-'i 事業費 国 H ZJ工業費 医｜ 'ff 卒業 費 国 主投 事業 '/J 悶 1-'i 

4' 782' 000 4, 381, 177 ll, 054' 600 10, 640, 730 16,044,800 14,727,465 44, 350, 900 41,806,700 39,230,000 36,469,155 

特定港湾施設工事 3,702,000 3,420,652 3,076,000 2,901,000 1,329,900 695,765 3,005,000 1,247,900 

直 934, 600 851,475 7,828,000 7,626,500 14,019,400 13' 508, 800 40' 495' 000 39,907,000 37,239,800 35,167,410 

有Ii n!J 145,400 109,050 150,600 113,230 695' 500 522,900 850' 900 651,800 1,314,000 998,170 

緑 J由 等 462,000 232' 000 

JI~ 楽物処理焔設等 214,200 71, 575 

起 イ占 （機能） 2, 166,400 2, 166, 000) 1,251,000 265 '500 1,735,400 

" （臨海） 89,000 796,000 

/l)j 波 堤 650m 200m(1li). 50m（化） 360 m （点）守340m
4 00•川西） ， 3,994m （点｝ l ,370m（点｝

!,S OO m(•/• ), !,600m（砂） !40m（車）

l；”性（－9.0m）×330m I＜＇＇性｛ーIO.Om)XI B ι＇＂主（－9.0m)X48!m 1;,1担（ーIO.Om,-9.0m）×SB ι！！＇ ... （ー12.0m)X 8.4 m 
主 な製品目』む設 . （ー7Sm)XJ30m ・（ー 7Sm）×1日 • 1-12 Om，ー10Om,-7 5 ’（－ 7 Sm)X260m 

物出場ト3.0m）×180m . （ーIO.Om,-9.0m）×2 B • (-7 Sm)X260m, m)X • (-5 Sm)X90m 
' ( 5.5川） 11 B 

捜i!li(-9.0川）×l,!OOhn’ (-9.0m）×18,000 r川 航路（ー！O.Om)Xl,871hn' 航路（ー12.0m)X2,289h>i 河川也（ー10.0m）× 627'" m' 

航路 ・i(I地（淡淡）
（ー70 m) X 240 T ≫>' （一75 m )X 250 rm' ・（－7 Sm-5 Om) ’（ー100m)X2,289干m' ’（－ 7 Sm)Xl,440hn' 

(-3.0m)X 290 fm' ifll由（ー10.0m) X2, 111 T-,,≫ i(ll也（ー12.0m)X 307千＂＂ 岬（－5 Sm)X 25f m• 
• (-9 0,-7 5,-5.5,-4 Om) • ( 10.0m）×7,680子，n’

鉄道2,800m 埠＇Ji/HJ血 1 s1 -r- m• 坤＇JilHJ也 港湾施政用地 ？在的地活川j也

そ σ〉 他 iii路舗装 29,SOOm' 部市Ill!先月1地 I. 77f"m' 1m. 1 ;1~1克川j也 ;im，鉄道専 i直I~
iホjfi!JIJ也 18子＂＂ 上hl 荷役機等 上k!.I且附．?;ii立甲 UJ也 31,SOOm'

’ 86 ,436•" 
会l：章用地 3,2回千＂＂
川地造成 JOO r- m• 
J出向性機部

表3

w 
トー

1.運輸省港；；；深提供資料 （部l次～荊5主治的鐙1柑J-1・仰i表） より紘粋，昭和53'1'4月
2 i!柚官制．地問m柑5n'I＇計画l晶地別計聞1<.II（（相44＇ドHl.P. 6, I日；］47'1'3}1.P. 9，同Sl<i'!OJ/,P.30 
ii 
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が，昭和39年4月4日苫小牧市を含めた道央地区が新産業都市に指定されたの

で，同計画を変更し， &YJって， 表3に見る如く，第1～5次計画が実施され，表

2の如く現在，公共埠頭16（岸壁一12.om×2, -11. Om x 1, -10. Om x 4, 

-9.0m×3，パース27），専用埠頭13（岸壁一14.Om x 1 , -10, Om x 5 , -8. 5 

m×l，一7.5m×6，パース19),ドルフイン7 （公共1～ -10. om，専用6～

-14. Om×2, -7. Sm×3. -7. om× 1），物揚場4（公共4～－3.Om, 2. 0 

m）等の苫小牧西港の整備を見，更に，計画整備が施行されている。

注 (l）苫小牧市編．苫小牧港の沿革，昭和39年3月， pp.66～67 紋粋

(2) 前 掲醤 PP. 70、72

5. 苫小牧地区に於ける地域開発の概況

(1）地域開発の目標 昭和39年4月，苫小牧市を含む6市12llfJ1村の道央地区

が新産業都市に指定された。同地区は札幌市を中心に小樽港，室蘭港，苫小牧港

の3重要港湾を有する北海道工業地帯の中核地区である。

前述した如く，第2期北海道総合開発計画は北海道の工業化を基盤とした産業

構造の高度化を図り，北海道経済の自立的発展を目標とし， 立地条件のよい臨海

部を中心に中核工業地帯の開発育成を図ったっ特に，苫小牧臨海工業地帯は勇払

原野の広大な工業用地と勇払川水系等の豊富な工業用水， 資源及び交通等の立地

条件に恵まれているので，同地区に工業港を築設し， 鉄鋼 ・石油等を基幹産業と

したコンビナート化による重化学工業を主体とする中核工業地帯の育成を図り，

室蘭地区と結ぶ重化学工業ベル ト地帯の造成，札持地区との道央ベノレ ト地帯の形

成及び日高地区を含めた一大経済圏の確立を開発目標としている(1）。

(2) 地域開発の概況 従来，苫小牧市に於ける既存主要企業は明治43年設立の

王子製紙（株〉を筆頭に，国策ノ勺レフ。工業（株〉，地元資本の（株〉岩倉組等の数社に

過ぎなかったが，紙及び紙加工業の生産額〔昭和38年）は，岡市の82.5% (241 

億円〉 を占め我国に於ける主要な紙 ・パルプの生産地区となっていた。

これ等既存企業の育成と同地区への誘致企業の構想、は，鉄鋼業（鉱炉2,soot x 

2基〉及び鉄鋼関連工業（製鉄化学・鉱炉セメント）， 石油製精工業（原油処理
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10万BBL／日〉，石油関連工業 （石油化学 ・石油配分基地・石油関連企業〉，ガス化

学工業（原料ガス処理60万ば／日・高級アノレコーノレ他〉，木材利用工業（紙 ・パ

ノレプ〉， 金属工業，機械工業‘その他の工業（コンクリ ート 2次製品 ・ゴム・飼

料 ・製油 ・製粉 ・総合食品工業），火力発電（17.5万KW×2基）等に重点をお

し、主こ。

上記の構想に基づいて，苫小牧工業港が完成し，同38年に想定された各種企業

が計画どうり同45年に立地した場合，人口8.2万人が20万人（推定〉と2.4倍，工

業生産額292億円が2.500億円（推定〉と8.6倍，石炭積出し200万ト ン／年が400万

トン／年（推定〕と 2.0倍，雑貨取扱量23万トン／年が241万 トン／年（推定）と

10.5倍等の開発効果が期待されているl2i。

これ等諸企業の誘致を図って，苫小牧市は「北海道工鉱業開発促進条例」 （昭

和38年7月30日施行）．更に， 「苫小牧市工場誘致条例」（同26年12月11日施行，

同34年9月1日改正，同45年4月1日廃止〉等を適用し，苫小牧市は日本軽金属

（株）に46,400万円を初め9社に計49,932万円を助成し131，更に，表4の如く，同

臨海工業地帯に進出決定企業数は81社で 現在操業中のものは日本軽金属（株），

出光興産（株〉等42社，未操業の企業は32社である。

次いで， 表2の如く，港湾施設が整備されると共に，表3,5の如く，入浴船

舶及び貨物取扱量は各年次計画時の推定量を上回り激増しているが，更に，前述

の未操業の企業が操業開始の暁には一層の激増が予想される。

扱て，昭和40年度と同50年度の貨物取扱量を対比して見ると，外貿3.2万トン，

内貿316.3万トンの計321.6万トンが，外貿563.4万トン，内貿2,553.8万トンの計

3, 147.2万トンと各々，外貿178.3倍，内貿8.1倍の計9.8倍と10年間で約10倍の増

加を示している。

尚，昭和40年度と同50年度の貨物取扱孟について苫小牧港と室関港を対比して

見ると，321.6万トン Cl.5%）に対し1,824. 6万トン（855出〉と室蘭港はl,503万

トン上回っていたが，10年後の同50年度では3,147.2万トン （55%）に対し

2,619. 0万トン（45%＞と逆に苫小牧港が528.2百万トンと上回り，同51年度以降

も益々上昇の傾向にある。
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；悦；＼＇！ ：I：石製品事lJ立m 7 
3 北if1iiu共同11灰 町小牧デンカ生コン

1 11°「己プfラλ
2 日本イトン工業(153t,)

I ヒン lラJレ>l'i子（56年）
ヒントラJレ桜府硝干 新ift1,1n"I'二

主主 鋼 3註 1 l 清水製鋼(121名）

j/i 鉄子~ M 製造業 2 l 日本併合属(I,177名） 1 不ニサyシ：l二段（320名）

国策機工組符器工業栄開会 新日本製鉄 日本鋼符 円本金属興業(160:1',)
イb属製品製泣；＜／！ 10 3 5 住友全属工業メLー鋼管 2 (55'1') 

巴剖l鉄工所 （計 1,370名） 徳山機械 (55年）

一 般機械器具製造業 5 
3 王子工営(120名） 松本鉄t所

I 北興化工機 I :It成機械工Ji
東圧プラント挫設

その他的製泣 ；＇！／＇； I 1 東北プラスチ yク工業

γ，小牧~，，同発泡北海道電力(178 :1',) ftl剖l ;•.i•J、牧木村地問J也1品 ，，；j組合

北海;uオートスクラ yプセンター
三引物llE： 小笠原金属 ;s小牧JJ;•.Wi

"' ~~ J時~ ；草 17 16 宇部興産日本セメント小野間セメント I 
日本：？Ii由 7リジストン液化ガス
昭和石油 九i舟石川l共同石油
ゼネラJレ石ilh

イ寺 81 49 7 21 4 

表4

fr 山小牧iii/iii党部制＇ ·；•＇；＇小牧同部工業地~i\'企業 －；11也動l;,t- 'i:i~＜ . II｛｛和52'1'8JI.p 2 
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このような港湾貨物取扱量の増加は，苫小牧港を含んだ臨海工業地帯の整備と共

に，日本軽金属（株〉その他諸企業の進出操業に起因し，苫小牧地区が地域開発さ

れた結果と云えるであろう。

前述の如く，誘致企業の進出及び貨物取扱量の増加は，当然，表6如く工業出

荷額の激増を示している。

次いで，昭和40年と同50年に於ける重化学工業とその他の工業との工業出荷額

を対比して見ると，重化工業14.2億円（ 4%）とその他の工業346.7億円 （96.5れ

の計361.0億円で，その他の工業は332.5億円と上回っていたが，同50年では重化

学工業1,654.5億円（54%）とその他工業L408. 3億円 （46%）の計3,062.8億円と

逆に重化学工業が246.2億円を上回り， 51年以降も徐々に重化学工業の比率が増

加の傾向にある。更に，重化学工業について見ると，同40年14.2億円が同50年は

1,654. 5億円と116.2倍の伸びを示L，特に，石油・石炭，非鉄金属及び化学工業

等の出荷額が著しし、。又l その他の工業について見ると， 34. 7億円が140.8億

円と 4.1倍の伸びを示し， 特に，パノレプ関連工業，食料品及び木材木製品等の出

荷額の増加が著しし、。

ところで，昭和40年と同50年の工業出荷額について，苫小牧市と室蘭市を対比

して見ると， 360.9億円（24%）に対し L146. 0億円（76%）と室蘭市は785.1億

円と上回り，更に，同50年では3,062.8億円（41.5め に対し4,443.0億円（59%)

と1,380.2億円と上回っているが， 両市の工業出荷額の比率の差は縮まって来て

いる。尚， 両市の 10年間の推移を対比して見ると苫小牧市は8.4倍，室関市は

3. 9倍に止まっている。

この苫小牧市の工業出荷額の急増は，室蘭市よりも恵まれた自然、的立地条件に

適合した誘致企業及びその他諸企業の進出によるものであろう。

参考までに，苫小牧市と道夫地区を対比して見ると，同40年の苫小牧市360.9

億円は道央地区3,488.0億円の10.3%を占め，10年後の同50年3,062.8億円は道央

地区13,153.0億円の23.3%を占めるに至っている。

注 (1）苫小牧市編，北海道開発の拠点，昭和39年8月l日，P.l~約

(2) 前 掲書 p.2 
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表6 工業出荷額の推移 （苫小牧市）

一一一一一一＿＇I' 35年 38年
量化学工 業 34 97 

化 '1!{: 工 業 I15 61 79 
手f i1h .石 炭

主1 鋼 9 

非 初、 fr,: 属 x x x 

機 械 x 22 x 

’可'"- ~＝ 叫 機 械

輸送用機械 x x 

高1 可E 機 械

その 他 の工業 2, 149 2,825 3,467 

食 料 fロ'" 65 70 129 

繊 剥le 二E 業 x x x 

衣服 身廻り品 x x x 

木 材 木製 品 319 266 303 

家具装 備品 9 19 35 

パルプ，紙，紙加工品 1, 719 2,410 2,897 

出 f.!i .印 相I] 18 

ゴ ム !1}：にI n口" x 

皮革同製 品

穿.mこ，.. =Ii製品 28 42 81 

金 f/f, 製 ：口'" 12 8 24 

その 他 の製 造 業 2 1 2 

7";.小牧 市 合 計 2, 184 2,922 3,610 

主州市合計 9,250 11,460 

進 量化学工業 13, 120 

失
その他 の工業 11, 110 21, 760 

f也
区 18,210 34,880 

i主 1.苫小牧市開発部， 111l和53年4月調べ

注 2 室i州市総務課，昭和53年5月調べ
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138 157 169 7.8 

x x x 
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413 781 794 16.9 
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30,628 36,046 38, 032 8.4 

44' 430 50,430 3.9 

55' 550 4.2 

75' 980 3.5 

131,530 3.8 

；主 3 . 北 i11f.道庁開発整調音E， 新産自~，，，に係る＇j~~j:f!J!j;状況及び｜問題点． 昭和52年 8 月 ，

p. 26 
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(3）苫小牧市開発部調べ，昭和53年4月

(3）人口及び就業人口 前述した如く，諸企業の進出，貨物取扱量及び工業出

荷額の増加は表7の如く，苫小牧市に必然的な社会増による総人口及び就業人口

増をもたらした。

表7より，昭和35年と同50年の総人口及び就業人口を対比すると．前者は 62,

384人が132,477人と70,093人増（2.1倍），後者は23,600人が58,914人と35,284人

増（2.4倍），更に第2次産業人口では9,909人が21,261人と 11,352人増（2.1 

倍〉等の伸びを示している。

又，苫小牧市と道央地区とを対比して見ると，同35年に於ける苫小牧市の就業

人口23,630人は道央地区541,259人のうち4.4%を占め，同50年では58,914人は道

央地区942,285人のうち6.2%と僅かながら上昇を示し，更に，第2次産業人口

9,909人は148,357人のうち僅か0.7 %に過ぎなかったが， 同50年21,261人は

259.518人のうち8.2%と急上昇を示している。このことは，苫小牧地区の地域開

発が促進され，他地区よりの流入人口によることは明白である。

（引所得の概況苫小牧市の市民所得について，表8より昭和39年度と同48年

度とを対比して見ると，純生産所得では，211.8億円が1,226.4億円と 5.8倍の伸

びを示し，その中，第2次産業では121.5億円が545.0億円と4.5倍の順調な伸び

を示している。

次いで，個人所得では172.1億が1,033. 0億円と 6.0倍の増加を示し，又， 1人

当り個人所得では22.1万円が85.8万円と3.9倍の伸びを占めているつ

以上からして，苫小牧市の市民所得は，他新産業都市に於ける比較的成果を挙

げている水島地区（倉敷市〉及び鶴｜崎地区（大分市〉に較べて遜色がない点から

しでも，苫小牧市への企業進出による地域開発が順調に進展していると云えるで

あろう。

参考までに，室蘭市について見ると，純生産所得では2.5倍，うち第2次産業

では2.2倍，更に，個人所得では2.8倍，又， 1人当り個人所得では2.7倍であ

っTこ。
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表7 就業人口の推移

＼＼ケ 3 O'f・ 3 5 if- 4 0 'f・ 

総人口 51.319 62.384 81.812 

警足並人口 18.358 23630 33.426 

部 1次 3,074 

牧

出 2 次 7,893 9 909 12 894 

市

11.304 18 659 
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耽軍人口 31,497 55.431 65,551 
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担 2"' 14801 
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7官
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ill 
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第 3次 323.701 441.680 
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2. ’ ｛草川市役所） 叫初日年SM

4 s ~·－ 

101,573 

46,022 

1,504 

16.174 

28,360 

162,059 

71.451 

854 

27 192 

43,405 

1.804,193 

839 129 

47,540 

233.551 
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so ~·－ 50/35 

132,477 2.1 

58914 2.4 

1.036 0.4 
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36.617 3.2 

158,715 I.I 

66 210 2.3 
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39 042 2 7 

2 106 548 1.6 

942. 285 1.7 

34.952 0.5 
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647815 2.0 

3 北海i且開発調然＂＂属 。新市玄郎市？二時る事玄j色i－状況llア間也九叩相52'1
8 JI P. 57 

表8 市民所仰の推移

年度
35 'I'・ 39 'I'・ 40 'I'- 45年

Ne 
13,302 21,181 24 110 6 4 ,648 

首，＂ "1 I ~；、産主 349 375 424 596 

,,.- ~i 2次 m 8. 799 12 147 13,366 2 9,072 
小所百71 

知3次 H 4白155 8,658 10.320 3 5,258 

牧 11ト巴
潤務項目 277 

iii 伺人所 11H百万円） 9 ,500 17 ,212 19,870 5 4.534 

1人当り個人所llH千fTJ) 152 221 243 537 

純
z汁 58,083 61.558 124.912 

呈i !E 1i'il次車業 714 845 1.047 

ilf.音 部2次 n 35.460 38.056 72 ,200 

刷所万 ~i 3 ~、 n 22.445 23,265 52,891 

1＇』巴
，判主号 耳’日 537 608 1,227 

ifi 例入所得（百万円） 39,620 43,976 84 ,675 

l人当り倒JJYrl号（千~J) 250 272 522 

け 1 苫小牧市｛止所＇＂ l毛公•ii, 昭f! l 53年 5 月割べ (l,;)49年以時は米日島『）

2 ；；；；噛-.J；柑.'i；州市町市民所得．昭和47Sf.P. P 20 21 24. 25, 30. 31 

3 3両市役所調べ＂＇~布1 53 '1' 5 !) (1")48羽以師はま相理1

46年 47年

79,196 99, 130 
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402 695 
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119.4 71 142,488 
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39 
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724 1.9 
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6. むすび

以上指摘した如く ，苫小牧臨海工業地帯の開発は林技師の「勇払築港論JUこ始

まり，第1・2・3期 ・新北海道総合開発計画等に基づき，苫小牧港ーを中心とし

た数次にEる港湾施設の整備を経て誘致企業の日本軽金属（株〉，出光興産（株〉等

81社 （未操業32社〉の進出を見るに至った。その間，新産業都市指定当時（39年〉

と今日を対比すると，港湾貨物取扱量及び工業出荷額は著しく増加し，且つ，人

口・就業人口及び市民所得も他新産業都市に比較しても遜色のない地域開発の成

果を挙げている。

拠って，臨海工業地帯の地域開発の盛衰は港湾を含めた施設の整備と基幹産業

の誘致如何に関わることは明白である。この点，苫小牧臨海工業地帯について

は，開発目標の鉄鋼工業の進出が遅れたが，道 ・市の積極的な行政指導により一

応の効果を挙げている。同苫小牧港は人造港であり利用規模等の制約もあって，

現在，東港地区への築港整備が進められている。

尚，環境保全については，苫小牧公害防止条例 （47年3月制定〉及ひ‘協定等に

より規制し，観測網の拡大を図っているため，現状に於いて環境汚染は 1'2筒

所で基準を上回ったが，全般的には基準内又は横這い状態にある。


